
双水柴山古墳群（唐津市）
　そうずいしばやま

　前方の丘陵上に双水柴山古墳群が展開している/久里双水古墳の後円部墳頂から南東方向に見たところ/墳丘下に双水柴山古墳群の説明板があった



説明板/「２号墳は前方後円墳で、第１主体部の割竹形木棺を検出した。加えて、第２主体部の土坑墓を検出した。また墳丘裾部より壺棺を３基、掘立柱建物３棟と柵列を検出
した。建物は葬送儀礼に関わる遺構の可能性も考えられる。」



　　その2号墳は発掘調査後、県道のバイパス敷設で破壊されてしまったが、現在は1号墳の傍に一部が移設・保存されているとのこと



2号墳と3号墳は、配置図の1号墳の後円部下方付近に移設・保存されているようだ



　　ここから右手の双水柴山古墳群が展開している丘陵上に登って行く 📹 video

https://youtu.be/nSaivJpb7wI


　　　説明板が立っていた



　　2号墳は4世紀の前方後円墳と記されているが・・・



　　　　　登り始めるとすぐに双水柴山4号墳の標柱が立っていた



📹 video

https://youtu.be/nfAlpYdG8BM


4号墳/「方形周溝墓を検出した。周溝内より土師器と石斧が出土した。後円部の石室内では赤色顔料が塗付されており、床面には地山上に砂混じりの土が
敷かれていた。副葬品で管玉や鉄剣、刀子が出土した。また、墳丘裾部において、中世の空堀と考えられる遺構を検出した。寒水井氏の城館か。」



　　　　　こちらは単なる墓地のようだが・・・



　　　さて、更に登って行く



　　　　双水柴山1号墳の前方部が見えて来た



　　　　　1号墳の前方部から後円部方向を見たところ/後円部墳頂に標柱が立っている 📹 video

https://youtu.be/bUSbZs7Bhys


　　　　　1号墳（5世紀の前方後円墳）だけが現状保存されている



　　1号墳の括れ部の辺りで後円部を見たところ/「後円部で初期横穴式石室、前方部で箱式石棺を検出した。」 📹 video

https://youtu.be/uLysrJpNMIg




　　　後円部墳頂から前方部方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/G3A6nqiQn_k


　　　後円部の後ろから墳丘を見上げたところ 📹 video

https://youtu.be/yQ6lLysYiK4


その辺りにあった説明板/劣化していて良く読めない



　　　さて、1号墳から少し配置図の下方に進む



これが3号墳（3号墳もバイパス敷設の関係で、ここに移設・保存となったようだ）/「方墳で、箱式石棺を検出した。棺内より人骨２体と鉄斧・鉄鉇、滑石製勾玉・
臼玉・碧玉製管玉の副葬品が出土した。」/標柱が立っていた 📹 video

https://youtu.be/uXgjDIw4Rw8


ここにも説明板があったが、劣化していて良く読めない



　　　これは3号墳の標柱とその背後にある2号墳の方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/DMDx5YxKPc0


　　　　2号墳の方向に進むと、草陰に標柱が立っているのが見えた 📹 video

https://youtu.be/5LZ_qO6dddc


📹 video

https://youtu.be/IzhjSDP0_So


　　　　　標柱の裏側を見ると「双水柴山2号古墳」と刻まれていた



これは唐津市の旧古代の森会館（鏡公民館）に展示されていた双水柴山遺跡のジオラマより



ところで、双水柴山2号墳は3世紀前半の纏向型前方後円墳に括られている/なお、「高塚」とは高い墳丘墓＝古墳のこととし、それまでの
低い弥生墳丘墓とは一線を画するとした表現とお考え下さい！

2023年11月25日　東京フォーラム　「前方後円墳創生」の配布資料に一部（赤字）加筆



畿内の纏向の地を中心に3世紀初頭頃に発生した纏向型前方後円墳が、北九州のこの地まで波及している

これは畿内の纏向の地を中心に政治的ネットワーク（連合）が形成されていたことを物語るのではないだろうか/魏志倭人伝に、3世紀前半の邪馬台国の時代

は30ヶ所程のクニグニが卑弥呼を共立し、女王国連合を形成していたとあるのは、この様相を伝えているのではないだろうか/そう考えると、「卑弥呼は北部

九州にはいなかった」ことが見えて来るのだが・・・




